
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職のしやすさを示す指標に『有効求人倍率』があります。 

これは、仕事を探している人１人に対してどれだけ仕事（求人）があるかを示すもので、

0.5 倍であれば“２人に１つしか仕事が無い”、２倍であれば“１人に２つ仕事がある”

…という考え方で、数字が高い方が探す人にとって有利といえます。 

有効求人倍率は、Ｈ２０年のリーマンショック直後の H２１年度に全国で 0.45倍まで 

落ち込みましたが、Ｈ２８年度に 1.３８倍まで回復しました。 

新潟県内でも、Ｈ２８年度には 1.３５倍（！）まで上がってきています。 

正社員求人に限ると、県内では 0.９倍程度になりますが、それでも過去数年間に比べると

圧倒的に就職しやすい状況になっています。 
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倍率は景気の動向に左右される 
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この先、景気は 

どうなるか… 
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・ ご希望に沿った求人を一緒にお調べします 

・ あなたに合った仕事を一緒に考えます 

・ 就職活動の悩みの解決策を一緒に考えます 

・ ご希望条件を一緒に整理します 

・ あなたの代わりに求人の詳細を問い合わせます 

・ 経験・資格・学歴などの応募条件を交渉します 

・ アピールポイントを一緒にお探しします 

・ 応募書類の作成をお手伝いします 

・ 面接のアドバイスをいたします 

・ 再就職に役立つ各種セミナーをご案内します 

・ 新たな仕事へ挑戦するための職業訓練をご案内します 

 



 

 

 

正社員と非正規雇用の違いは何か？ と問われたら、どう答えますか？  

定年まで継続的な雇用が見込まれることや、収入面、特に生涯賃金に大きな差がつくこと

が真っ先に挙げられると思います。 

 

 正社員 非正規雇用 

①雇用の安定性 定年まで勤務できる 
一定期間ごとの更新 

（更新の継続が不明） 

②収入 
安定的でボーナス等あり 

年齢や責任とともに上昇 

不安定でボーナス等なし 

年齢にかかわらず横ばい 

③仕事の内容 
経験に応じて責任のある仕事 

を任される 

単純作業や同じ仕事の繰返しで 

責任が少ない仕事 

④教育・研修 経費や時間をかけて行う 
教育・研修の対象にならない 

ケースが多い 

⑤転職時の評価 
職務経験として 

評価がされやすい 

職務経験として 

評価がされにくい 

⑥長い目で見ると 
退職金がもらえる 

年金が多い 

退職金が無い 

年金が少ない 

しかしながら、見落とされがちなのは、職業のキャリア形成の視点です。 

教育や研修を受けながら（④教育・研修）、正社員としての責任や経験に応じて、さまざ

まな仕事をこなす（③仕事の内容）ことで、自身の成長や経験値の向上につながり、ここ

で得られたスキルが、転職時の評価（⑤転職時の評価）に直結するといえます。 

反対に、非正規雇用は社内での身分的な制約上、正社員に匹敵するほどの責任や経験を 

積んだり、教育や研修を受ける機会が少ない為、おのずと成長のチャンスが阻まれ、転職

の際も評価がされにくい状況を生んでしまいます。 

 

非正規雇用での就労に、メリットが無いわけではありません。 

個々のニーズに合わせた多様な働き方に対応できることや、目指したい職種の実務経験を

積むのに、正社員雇用より就職がしやすいことも魅力的です。 

ただし、将来的に正社員を希望するのであれば、キャリア形成面で大きく差がつく前に、

目指す道に向けた求職活動を行うことをお勧めします。 

スタートは早いに越したことはありません！ 
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